
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2016年 11月 5日 

留 学 先 大 学 リヨン第三大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

×特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2016年8月－2017年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 商学部商学科グローバル・ビジネス専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部4年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

インターネットを用いて明治大学をはじめとするリヨン第三大学への留学生を派遣した大学の留学報告書やサイトから情報

を集めました。調べていれば直面することかと思いますが、フランスは「時と場合、あるいは担当者による」という点が多く、調

べても、どんなに準備をしても不安で不安で堪らなかったので、様々なパターンを想定して調べ、情報を集めていました。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：長期学生ビザ 申請先：在日フランス大使館 
ビザ取得所要日数：2〜3 週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：6,010 円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

学生ビザ申請書、証明写真、パスポート、受入許可書、経済証明書、移民局提出用フォーム、レターパック（自宅にパスポ

ートを郵送していただきたかったので） 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

初めに Campus France に登録をし、ID が交付されるのでその ID を国際教育事務室の方にお伝えします。その後 Campus 

France にて手続きを進め、終了し次第、大使館での申請を行います。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

在日フランス大使館がインターネットで掲示している通りの指示に従えば特に問題はなくできるかと思います。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

携帯に関してですが、私は渡航前に SIM フリーの iPhone を買ってもらっていました。 
  



Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 全日空（羽田-フランクフルト）、ルフトハンザドイツ航空（フランクフルト-リヨン） 

航空券手配方法 HIS お茶の水営業所 店頭 

大学最寄空港名 
リヨン・サン＝テグジュペリ国際空

港 

現地到着時刻 22:25 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

×タクシー  その他                      

移動の所要時間 40 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

（乗り継ぎもあり、リヨン・サン=テグジュペリ空港への到着が夜遅くなってしまいました。そのため、到着日は空港近くのホテル

を日本から予約しておき、そちらへ泊まりました。）ちょうど空港とホテルの間にタクシー乗り場があったので、そこからタクシー

に乗り、リヨン第三大学へ行きたい旨伝えました。料金は 55 ユーロでした。 

大学到着日 8 月 26日 10時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

×はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ ×寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 ×一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 ×大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 6 月中旬から住まいを探すための大学の専用のホームページにおいて斡旋が始まりました。そこ

に希望する家賃や住居のタイプ、CROUS はどの CROUS がいいか（第 3 希望まで入力できまし

た。）を入力すると、後日どの住居に決まったかが知らせられます。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

住居の決定および到着後の入寮に関してのトラブルはありませんでした。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ×あった  なかった 

日程 9 月 1日・2 日 

参加必須ですか？ ×必須   任意参加 

参加費用は？ ×無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 1 日は留学生全員が集められたオリエンテーションで、内容はリヨンという街のことや大学のこと、

講義の仕組み・取り方でした。その後フランス語のクラス分け試験が行われました。 

2 日は言語学部のガイダンスでした。内容は言語学部の構成についてでした。こちらは 1 日のガイ

ダンスとは異なり、言語学部の講義を受けたいと考えている各国の留学生が参加していました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ×あった  なかった 

先に述べた留学生向けのガイダンスとは別に、9 月中旬にヤンさん（リヨン第三大学の国際センタ

ーの方でアジアからの留学生を担当）が日本と韓国からの留学生向けにガイダンスを開いてくださ

いました。内容は 9月 1日に行われたガイダンス内容の反復に加え、フランスという国で暮らす上

での危機管理についてなどアジアから来た学生に特化した内容でした。その際に日本人の学生に

対してはガイダンス内容が日本語で書かれたプリントが配布されます。 

授業開始日 9月 5日から 



Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

 第一に、大学が始まってからヤンさんのところへ行って OFII の書類を渡しました。求められた書類は、日本での学生ビザ交

付時に貰った OFII 提出用フォーム、パスポートのコピー、ビザページのコピー、入国スタンプのあるページのコピー、証明写

真、住居証明書です。私はヤンさん経由で OFII に書類を提出しましたが、自分で直接 OFII へ書類を郵送している友達もい

ました。どちらの場合でも共通していたこととして、到着したばかりで疲れや生活基盤を作ること、たくさんやらなければならな

いことがあるなど目まぐるしい日々ではあるかと思いますがなるべく着いてすぐ、早めに提出しないとその分 OFII の召集が遅く

なり、結局は自分が不安になってしまいます。特にこの時期は大学が始まり、各国からの留学生が一気にOFII へ申請をしま

すので、早め早めが肝かと思います。その後1週間ほどで「あなたが送った書類を受け取りましたよ」という旨の手紙が、更に

1 週間後に「◯◯月◯◯日 ◯◯時に OFII に来てくださいね」という旨の手紙が郵送されてきます。この書類も申請が遅く

なればなるほど 1週間などでは送られて来なくなるので注意が必要です。 

 第二に、指示された日時に OFII へ行ってビザの有効化をしてもらいます。私の場合は必要書類のほとんどをヤンさんが事

前に OFII へ送ってくださいましたのでパスポートと Timbre 58 ユーロ分だけ求められました。OFII では簡単な健康診断（視力

検査、体重測定、両親は糖尿病かどうか聞かれる、肺のレントゲン、お医者様による問診）が行われ、その後、パスポートに

ビザ有効化の印としてシールが貼られます。所要時間は約 40分でした。 

 ヤンさんに書類を提出したのが 9月初頭で実際にOFII へ行ったのは 10月 12日でしたので、一ヶ月少しかかったことにな

ります。支払ったのは先に述べた Timbre 代 58 ユーロだけです。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

 現地の大学で危機管理代（これを支払わないと学生証が交付されません）215ユーロを支払いました。リヨンに到着してす

ぐに大学の国際せンターへ立ち寄るように指示されていたので、その時に支払いました。次に住宅保険に加入しました。（こ

ちらも必須でした）大学の目の前にあるSMERRAという代理店に行くように国際センターの方に言われたので行き、57ユーロ

支払いました。どちらも即日で終わります。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

 ちょうどオリエンテーションの期間に BNP Paribas の臨時出張所が国際センター内にできていたのでそちらで手続きをしまし

た。パスポートと学生証が必要でした。こちらの臨時出張所で書類記入を済ませ、2 週間後に指定された支店へ行くように

言われました。そちらでもパスポートの提示を求められます。その更に 1週間後にもう一度支店へ行き、カードを受け取りまし

た。暗証番号などは郵送されますので、それを待ってからの利用開始となります。申請から実際にカードが使えるようになる

まで（＝暗証番号が手元に届く）は 3 週間ちょっとかかりました。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

 先に述べた通り、携帯電話本体は留学前に SIM フリーの iPhone を買ってもらっていたのでそちらを持って行きました。こち

らでは Free というキャリアで SIM カードのみを契約しています。Free のお店へ行き、即日で作ることができますが、毎月引き

落とされるため、クレジットカードが必要です。初月は SIM カードの本体代 10 ユーロを含めた 29.99 ユーロ、その後は 19.99

ユーロです。      

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

×到着後に（9 月 23 日頃） 

   ×オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは ×あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

履修登録期間が一般の学生よりも遅く設定されていました。 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      



出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
                                          

10:00 
La culture 

française 

                                    

11:00 
            買い物       Langue et 

textes japonais 

買い物       

12:00 
FLE       買い物       Langue et 

textes japonais 

買い物       

13:00 
FLE                   Langue et 

textes japonais 

            

14:00 
      Culture et 

civilisations 

japonaises 

                              

15:00 
      Culture et 

civilisations 

japonaises 

                              

16:00 
      Culture et 

civilisations 

japonaises 

                              

17:00 
                                          

18:00 
                                          

19:00 
復習 復習 課題 課題 復習 課題       

20:00 
復習      復習 課題 課題 復習 課題       

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

           
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

 まず初めに、多くの日本からの留学生が同じ大学から少なくとも 2 人は来ている中で明治大学から来ているのは私一人だ

ったため何をすればよいのか、いま相手が何を提出することを求めているのかなど留学前から、またこちらに来てもわからな

いことばかりでしたが、他の大学から来ている日本人の留学生の友達を含め、様々な人に支えていただき今日までなんとか

生活することができています。 

 リヨンという街もそこまで広すぎず、田舎すぎず、交通網も整っていて物価もパリほど高くありませんし、治安もパリほど悪くな

いと感じており、学生にとっては暮らしやすい街だと思っています。 

 フランス語で日本語の授業を受けていると、日頃自分が使っている日本語や自分の出身地やルーツのことにまで想いを

馳せることができるので非常に面白いです。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

 リヨン第三大学に留学したい！という気持ちと想いが一番大切かと思います。留学前から渡航後、現地においても様々な

提出書類や手続きがありますが、どうか自分のペースを大切に挑戦してみてください。 

 


